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１．卒業研究発表会が開催されました 

6年生による卒業研究発表会が、昨年 9月 2日に実施されました。

4年次に各研究室に配属されて以来、こつこつと進めてきた各自の研究

の集大成として、評価を担当する教員（副査）に対するプレゼンテーショ

ンを行った後、内容に対する質疑応答が熱心に行われました。当日は、

大勢の山田高校の生徒さんも参加しており、ポスター発表する学生さんに

様々な質問を投げかけていました。発表会が終わると、一カ月を待たず研

究論文の提出となりました。さらに卒業判定試験、薬剤師国家試験の準

備と息つく暇がないほど多忙な時間が続きます。新型コロナ、季節型インフ

ルエンザの対策や体調管理をしっかり行って乗り切って欲しいと思います。 

2．薬学共用試験 CBT と OSCE について 

全国の大学で、4年生に対し実施される統一試験（薬学共用試験センタ-が実施）には、主に知識を評価する客

観試験 CBT (Computer-Based Testing)と、実技を通して主に技能・態度を評価する客観的臨床能力試験

OSCE (Objective Structured Clinical Examination)の 2 つがあり、原則として 12月 1日～1月 31日のう

ち、各大学で設定した日程で行われます。これら 2 つの試験に合格することが、5年次に行う薬局・病院での参加型実

務実習に進むための条件となっています。 

CBTは、薬学生の実務実習に必要な知識・態度が、一定基準に達しているかを、コンピューターを使用して客観的

に評価することが目的です。OSCEは、実務実習に必要な技能及び態度が、一定基準に達しているかを客観的に評

価するための統一試験で、5 つの領域についての実地試験や模擬患者が参画するシミュレーション試験が実施されます 

 

 

3． 2022年度 セルフメディケーション小論文コンペ 受賞者決定 

  青森大学・ハッピードラッグ基金主催のセルフメディケーション小論文コンペにたくさんの応募があり、その中から下記の

方々が入賞となりました。おめでとうございます。 
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[ハッピー・ドラッグ会長賞]： 田澤 茉歩さん (2年)  

[学長賞]：田邊 瑞穂さん(4年)、小山内 萌乃さん(6年)  

[薬学部長賞]：石川 広大さん(3年)、宮下 真菜さん(4年)、 

佐々木 柚果さん(5年)、キム ソニョンさん(5年)           

[ハピマル賞]：奥崎 彩乃さん(3年)、佐々木 優介さん(3年)、

横山 夏海さん(4年)、小沼 宇彩希さん(5年)、今 梨音さん

(6年)、笹田 琢朗さん(6年) 

 

６． 第 108回 薬剤師国家試験に向けて 

  いよいよ第 108回薬剤師国家試験が２月 18、19日に実施されます。これまで学んできた実力を発揮し、青森

大学からの受験生が全員合格できるように本学教員・大学関係者全員が応援しています。 

がんばれ、 青大受験生！！ 


